
２０１９年度 

 履修モデル  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



総合人間学部　認知情報学系　コースツリー

※科目名の詳細は、「履修モデル」を参照 凡例：
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演習・講義・ゼミ 演習・講義

学　系　入　門　科　目　（他学系・２学系以上）

基礎ゼミ・講義基礎ゼミ・講義

副専攻
決定

演習・講義・ゼミ 演習・講義

言語比較論言語情報科学

演習・講義

演習・講義演習・実験・講義 演習・実験・講義
演習・実験・講

義
講義・ゼミ

他
学
部
科
目

（
自
由
科
目

）

学部科目
（青系）

DP1:総合人間学部が提供する学際的な
学問の場において、人文科学・社会科学・
自然科学を横断する幅広い知識と教養を
身につけていること。

DP4:主たる専門分野とは異なる、もう
一つの分野も重点的に学ぶことによっ
て、人間・文明・自然に対する、多角
的な視点や柔軟な発想力を培ってい
ること。

DP5:卒業論文・卒業研究において、問
題の設定からその解決方法の提示に
至る研究過程に取り組み、一定の成
果を上げていること。

DP3:多様な学問分野を学ぶ中で、
自らの知的な核となる特定の分野
を選択し、その理解を深めているこ
と。

DP2:他者や異文化に対する理解を深め
た上で、自らの見解を形成し、それを豊
かに表現するプレゼンテーション能力や
コミュニケーション能力、ならびにリー
ダーシップを培っていること。

演習・講義

演習・講義

全学共通科目
（オレンジ系）

基礎ゼミ・講義 基礎ゼミ・講義

他学部科目
（緑系）

演習・講義基礎ゼミ・講義
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認知情報学系・認知科学分野

学系 認知情報学系

関係・分野 認知・行動科学　（認知科学分野）

4回生

就職活動などの場合を除き，平日は原則的に毎日研究室に顔を出し，各研究室の担当教員
と相談した上で，卒業論文に関連する研究を進めること．
およそのスケジュールとしては，前期は，卒業論文に関連する研究計画の立案と倫理委員
会の承認，予備実験・本実験を行い，同時に卒業論文に関する文献調査も随時行う．後期
は，実験をさらに進めると同時に，データの解析を行ったうえでその結果を考察する．そ
れらの作業を通して，最終的に卒業論文を執筆する．

卒業論文の研究は日々の積み重ねが大切であり，一朝一夕に完成するものではない．卒業
研究は授業レポートとは異なり，列記とした研究である．したがって，非常に多くの時間
と労力が必要であることを肝に銘じ，毎日を過ごすことを期待する．

１回生では，全学共通科目や基礎ゼミ等を通して，心理学，神経科学に関する基礎的な素養を身につけ
るとともに，将来の研究を実施するためのスキルとしての統計，プログラミング，英語などの学習に力
をいれるようにしてください．
２回生では，卒論担当教員が実施する講義や演習の専門科目を通して，将来所属したい研究室で実施し
ている研究内容の実際を知ると同時に，研究スキルのさらなる向上をめざすようにしてください．
３回生では，所属する研究室を決定するため，指導を希望する教員が開催しているゼミ科目に参加し，
研究内容を専門的に理解することをめざしてください．また，卒業研究を実際に実施するためのスキル
として，認知・行動科学実験Ⅰ（認知科学実験）を履修するようにしてください．
４回生では，日常的な研究室での活動をベースとして，卒論研究のテーマ設定し，実験および解析を実
施し，卒業論文の執筆を行うことに取り組んでください．

2回生

＜全学共通科目＞
英語ライティング－リスニングＢ／数理統計／上記１回生の欄に記載されている全学共通
科目など
＜学部科目＞
視覚認識論／視覚認識論演習／記憶機能論／記憶機能論演習／システム脳科学／システム
脳科学演習／脳情報学／脳情報学演習／心理学実験

将来配属を希望する教員によって推奨する科目があるので，個別に担当教員に問い合わせ
ることを期待する．上記科目は３回生でも可．

3回生

＜学部科目＞
視覚認識論ゼミＡ・Ｂ／記憶神経科学ゼミＡ・Ｂ／脳と心の生物学Ａ・Ｂ（2回生も可）
／脳情報学ゼミＡ・Ｂ／認知・行動科学実験Ⅰ（認知科学実験）

指導教員の決定に向けて，前期の早い時期から配属を希望する教員にコンタクトを取って
相談をすること．また，上記以外にも配属希望教員によって推奨する科目もあるため，担
当教員に相談をすること．

教員
教授：齋木  潤（認知科学）・月浦  崇（認知神経科学）・小村  豊（こころの未来研究セ
ンター：システム神経科学）・神谷  之康（情報学研究科：脳情報学）
講師：細川  浩（情報学研究科：神経生理学）

1回生

＜全学共通科目＞
心理学Ⅰ／脳科学入門／生命と情報／神経生理学の基礎／生物学のフロンティア／統計入
門／プログラミング演習／英語ライティング－リスニングＡなど
＜学部科目＞
認知心理学Ⅰ・Ⅱ（知覚・認知心理学）／神経心理学Ⅰ・Ⅱ（神経・生理心理学）／視覚
科学基礎ゼミナール／神経心理学基礎ゼミナール／生命科学基礎ゼミナール／基礎演習：
視覚科学／基礎演習：神経心理学／神経生理学基礎演習／心理学研究法

将来配属を希望する教員によって推奨する科目があるので，個別に担当教員に問い合わせ
ることを期待する．上記科目は2回生でも可．



認知情報学系・行動制御学分野

学系 認知情報学系

関係・分野 認知・行動科学　（行動制御学分野）

4回生

＜前期＞配属先の研究室において、研究室ミーティングなど参加しすること。卒論担当教
員とよく相談し、研究計画を立案し、倫理委員会に申請・承認を得ること。また、卒業研
究に関連する文献調査も行う。
＜後期＞本実験を行う。同時に解析も行い、不十分な点はさらに実験を行う。実験と解析
を通して、卒業論文を執筆する。

卒業研究は、皆さんにとっておそらく初めて「本当の学問」に接する機会だと思います。

1回生では、全学共通科目や認知・行動科学入門を通じて、運動や健康に関する基礎的な知識を身につ
けます。
２回生では、運動や健康に関してさらに専門的な知識を身につけます。
３回生では、体力医科学、運動制御、行動制御に関する知識だけでなく、実験の技術を磨きます。
４回生では、卒業研究の執筆を行います。

2回生

＜全学共通科目＞
からだの仕組みと働き／細胞生理学ゼミA・B／スポーツ心理学／スポーツ実習Ⅱ

生理学・運動学・心理学のより専門的な科目を履修すること。
上記科目は３回生でも可。

3回生

＜学部科目＞
認知・行動科学実験Ⅱ（行動制御学実験）／細胞生理学実験［石原］／運動制御ゼミA・
B［神﨑］

指導教員の決定に向けて、前期の早い段階から配属を希望する教員にコンタクトをとるよ
うにしてください。

教員
教授：石原  昭彦（細胞生物学）・神﨑  素樹（運動制御学）・久代  恵介（行動制御学）

1回生

＜全学共通科目＞
体力医科学／運動科学Ⅰ／運動の生理学／運動のしくみ／スポーツ実習Ⅰ
＜学部科目＞
認知・行動科学入門

運動や健康に関する基礎科目について履修するのが望ましい。
上記科目は２回生でも可。



認知情報学系・身体機能論分野

学系

関係・分野

原則として3回生の後期から研究室に所属し、専門的な学習を行うとともに、卒業論文に向けた研究を開
始してください。希望があれば、1，2回生からの専門的学習指導や研究指導も受け付けています。詳細
は林または船曳に直接に連絡をとって説明を受けてください。なお、認知・行動科学実験IIIの履修は、林
あるいは船曳の卒論指導を受けるための必修科目とはしていません。

3〜4回生

＜学部科目＞
認知・行動科学実験 III（健康科学実習）

（注）「分子運動医科学ゼミ」と「応用運動
医科学ゼミ」は、「健康科学I」および「生
活習慣と生体機能障害」を履修しておくとよ
り理解しやすい。このため、両ゼミを3回生
になってから履修してもよい。

＜学部科目＞
認知・行動科学実験 III（健康科学実習）

（注）「心の発達と問題行動の理解」は発展
的内容であるため、3回生になってから履修
してもよい。

卒業論文に向けて、「認知・行動科学実験III」などを通して、より実践的な研究に参加し
てください。

認知情報学系

教員
教授：林    達也
助教：江川  達郎
（健康科学/運動医科学/内分泌代謝学）

教授：船曳  康子
（こころの発達/発達障害/メンタルヘルス/
精神医学）

1〜2回生

＜全学共通科目＞
健康科学I
リレー講義：ILASセミナー：障害とは何か/
環境学/偏見・差別・人権
<学部科目＞
生活習慣と生体機能障害（人体の構造と機能
及び疾病）/分子運動医科学ゼミ/応用運動医
科学ゼミ
リレー講義：認知・行動科学入門

＜全学共通科目＞
健康心理学I
＜学部科目＞
基礎演習：心の発達ゼミ/精神保健福祉概論
（関係行政論）/心の発達と問題行動の理解
（司法・犯罪心理学）
リレー講義：認知・行動科学入門/心理学研
究法

（注）心理学実験、文学部開講の心理学統計
法などの統計の授業を履修しておくと、卒業
研究時に役立つことが多い。

「こころのはたらきと健康・疾患」に関連する授業を船曳が、「からだのはたらきと健
康・疾患」に関連する授業を林が担当します。最初からどちらか一方に決めるのではな
く、両方の授業を広く履修して、「こころとからだ」についての幅広い知識を身に着けて
ください。また、スポーツ実習I、特に、心身の健康増進に重きを置いた科目（「フィット
ネス・ウォーキング」など）や、車いすバスケットなどの障害者スポーツ、身体活動能力
にかかわらず楽しむことができるよう工夫・適合（adapt）されたレクリエーションス
ポーツを体験することができる「アダプテッドスポーツ」の履修を推奨します。

認知・行動科学　（身体機能論分野）



認知情報学系・数理情報論

学系

関係・分野 数理情報論　（数学） 数理情報論　（情報）

認知情報学系

教員

教授：上木直昌（確率解析）
清水扇丈（偏微分方程式論）
足立匡義（偏微分方程式論・数理
物理）
角大輝（力学系・フラクタル）

准教授：木坂正史（複素力学系）

教授：立木秀樹（理論計算機科学）
日置尋久（情報ハイディング・メ
ディア情報処理（画像））

准教授：櫻川貴司（プログラミング言語・
機械学習）

特定講師：Matthew de Brecht（数理
論理学・計算理論）

1回生

【コア科目】
＜全学共通科目＞微分積分学（講義・演義）
A・B／線形代数学（講義・演義）A・B
【関連科目】
＜全学共通科目＞情報基礎演習［全学向］
＜学部科目＞情報数学I・II
＜他学部科目＞現代数学の基礎A・B（理学
部）※「微分積分学（講義・演義）A・B」
の内容を更に厳密に講義するもので，将来数
学を専攻する学生向けのものです．

【コア科目】
＜全学共通科目＞情報基礎［全学向］／情報
ネットワーク／微分積分学（講義・演義）
A・B／線形代数学（講義・演義）A・B／
プログラミング演習（Ruby）／プログラミ
ング演習（Java）
＜学部科目＞情報数学I・II／プログラミング
演習（Lisp）
【関連科目】
＜全学共通科目＞情報基礎演習［全学向］／
コンピュータグラフィックス実習

【コア科目】（2回生）
＜全学共通科目＞微分積分学続論I－ベクト
ル解析／微分積分学続論II－微分方程式／線
形代数学続論／関数論／数理論理学A・B
＜他学部科目＞集合と位相・同演習（理学
部）
【関連科目】（2回生）
＜全学共通科目＞確率論基礎
＜他学部科目＞解析学入門演習（理学部）／
基礎数学からの展開A（理学部）

【コア科目】（2～3回生）
＜学部科目＞実解析A・B（隔年）／複素解
析（隔年）※「関数論」を履修した後に受講
することを勧めます．／数理現象論A・B
（隔年）／数理構造論A・B（隔年）／計算
と位相（隔年）／数理科学ゼミナール（重複
履修可）／数理科学特論I・II・III（集中講
義）
【関連科目】（2～3回生）
＜全学共通科目＞非線型数学／非線型数学セ
ミナー
＜他学部科目＞代数学入門・同演習（理学
部）／幾何学入門・同演習（理学部）※「入
門演習」は問題演習を小テスト形式で行う科
目です．数学を専攻したい学生は是非履修す
ることを勧めます．

【コア科目】
＜全学共通科目＞数理論理学A・B／プログ
ラミング演習（数理的応用）／
Programming Practice (Matlab)-E2
＜学部科目＞計算と位相（隔年）／計算論
（隔年）／計算機科学の基礎A・B（隔年）
／情報処理の方法と演習A・B（隔年）／機
械学習の基礎（隔年）／人工知能／プログラ
ミング演習（Haskell）（隔年）／数理科学
ゼミナール（重複履修可）／数理科学特論
I・II・III（集中講義）
【関連科目】
＜全学共通科目＞Information Network-
E2／線形代数学続論／確率論基礎
＜学部科目＞基礎演習：Intro to
Computation and Logic
＜他学部科目＞集合と位相・同演習（理学
部）

※「プログラミング演習」・「コンピュータ
グラフィックス実習」（Rubyを使用）は，
1〜3回生の間に3つ以上の言語について学
習することを推奨します．

4回生

・将来どのような研究を行うにもここに掲げた「コア科目」は重要ですので，可能な限り履修してくださ
い．必要と興味に応じて「関連科目」も履修してください．
・数学や情報科学を学ぶ理想的な形態はセミナーです．卒業研究指導もセミナー形式で行われます．「数
理科学ゼミナール」はセミナー形式に早い段階で触れる機会として設けられていて，2〜4回生の間に複
数回履修することができるので，なるべく早いうちに，可能な限り2回生で是非受講してください．
・卒業研究に関連することを含め，履修について教員に気軽に相談してください．
・過去の卒業研究の論文を学部教務掛（情報分野の一部の論文については総合人間学部棟1204）で参照
することができます．興味を引きそうなものを読んでみることをお勧めします．

・「微分積分学（講義・演義）A・B」と「線形代数学（講義・演義）A・B」はすべての
数学の基礎であり，情報科学のためにも重要です．1回生のときに十分時間をかけて学ん
でください．
・「情報基礎演習［全学向］」はTeXの演習を含むものを推奨します．

・総合人間学部の専門科目は隔年開講の科目が多いので，2回生から注意して履修するよ
うにしてください．
・理学部・工学部等で開講されている数学・情報科学関連の科目も16単位まで主専攻科目
として認められるので，積極的に履修してください．

【コア科目】
＜学部科目＞数理科学論講究／数理科学特論
I・II・III（集中講義）

【コア科目】
＜学部科目＞数理科学論講究／数理科学特論
I・II・III（集中講義）

・「数理科学論講究」は卒業研究に平行して専門的内容を学ぶための科目です．

2～3回生



認知情報学系・言語科学

学系

関係・分野 言語科学　（言語情報科学分野） 言語科学　（言語比較論分野）

2回生

3回生

4回生

　言語はこの地球上で私たち人間だけが持つ心的能力であり，思考やコミュニケーション，科学，文化
などあらゆる知的活動の基盤となるものです．その言語を対象とする言語科学は一種のメタ科学である
とも言え，人間の心や人間性そのものを理解することがその大きな目標です．総合人間学と呼ぶにふさ
わしい研究領域だとも言えるでしょう．
　学生の皆さんには，普段何気なく使っている母語や学習している外国語についての素朴な疑問をきっ
かけにして，言語の特質や不思議さを理解し，また言語科学の幅広さや奥深さを楽しんでもらいたいと
思います．
　言語科学関係の教員はそれぞれがユニークな研究テーマを持って精力的な研究活動を行っています．
できるだけたくさんの講義を聴き，自分の興味・関心に合ったテーマを見つけて下さい．

初歩的入門レベルの授業としてまず上記の科目を履修し，言語科学という考え方に慣れ親し
んでもらいたい．言語科学の関連領域は膨大であり，哲学・論理学・心理学・社会学・人類
学・脳科学・認知科学・生物学・計算機科学等から，各自の関心に応じて選択し同時に履修
することが望ましい．外国語科目は積極的に履修すること．

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
言語構造論
言語機能論
言語認知論
＜学部科目＞
言語科学ゼミナール II

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
言語比較論
＜学部科目＞
言語科学ゼミナール I
言語科学ゼミナール III
言語科学ゼミナール IV

多様な専門講義科目やゼミナールの履修を通じて，関心が持てそうな分野やテーマを探すよ
う心がける．

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
言語構造論
言語機能論
言語認知論
＜学部科目＞
言語構造論演習
言語機能論演習
言語認知論演習
言語科学ゼミナール II

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
言語比較論
＜学部科目＞
言語比較論演習
言語科学ゼミナール I
言語科学ゼミナール III
言語科学ゼミナール IV

研究テーマを絞り込み，指導教員と相談しながら，そのテーマをより深く掘り下げることを
心がける．卒業に必要な単位数は３回生までにできるだけ多く取り，４回生では卒業論文作
成に集中できることが望ましい．

＜学部科目＞
言語構造論演習
言語機能論演習
言語認知論演習

＜学部科目＞
言語比較論演習

卒業論文作成に関係する演習クラスの受講を続けながら，卒業論文作成に注力する．

認知情報学系

教員

教授：藤田 耕司（進化言語学・生物言語学）
教授：谷口 一美（認知言語学・構文文法論）
准教授：守田 貴弘（類型論・意味論・フラン
ス語学）

教授：河﨑  靖（比較言語学・ゲルマン語
学）
教授：壇辻 正剛（応用言語学）
教授：服部 文昭（スラヴ文献学）
准教授：西脇 麻衣子（ドイツ語学）

1回生

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
＜学部科目＞
言語・数理情報科学入門

＜全学共通科目＞
言語科学 I・II
＜学部科目＞
言語・数理情報科学入門



認知情報学系・外国語教育論

学系 認知情報学系

関係・分野 外国語教育論

4回生

卒業論文では、外国語の学習、教育、政策などの分野で、興味関心事項を考察することに
なります。研究論文で必要な教育現場での実証研究などは、修士課程以降の必須条件です
ので、卒論では求めません。基本的には、興味関心事項に対する観察・記述・分析・説明
を、文献研究、資料解析などで深めることを期待します。何よりも一人一人の問題意識を
重視しますが、卒業論文は意見・感想文ではないことにご留意ください。分野所属教員の
授業やゼミをとおして見識を高め、疑問点を基に相談してください。

実習や就職活動などで多忙となります。貴重な時間を有効的に活用してください。履修落
としがないように注意してください。

　皆さんには、いくつかの外国語を学習した経験があります。今までは、学習者の立場で教材・教具を
活用し、経験知に基づいた勉強をしてきました。しかし、それは本当に「効果的かつ効率的」でした
か。勉強の結果、どのような力が定着しましたか。客観的に省察してみましょう。外国語教育論分野で
は、外国語とは何か、国によって施策は異なるのか、なぜ外国語を学ぶのか、どのように外国語を学ぶ
のか、外国語を学ぶと何か変わるのか、といった素朴な疑問から出発し、学術として深く考究します。
そのため、教員養成はもちろん、国内外の教育行政機関、教材・教具開発など、外国語に関わる広大な
領域を射程に入れて、日々の研究教育を行っています。
　総合人間学部は、外国語教育学を学ぶには最高の環境です。教育学部でも文学部でもありません。そ
れは、文学、言語学、心理学、文化論などの専門家が多数在籍しており、教員養成大学はもちろん、い
かなる教育系大学の追従を許しません。このことを世の中に認識して欲しいものです。

2回生

・言語教育政策論（講義・演習）、英語コミュニケーション論、英語学習指導論、英語統
合技能論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教
科に関する科目：「英語学」「英米文学」「英語コミュニケーション」「異文化理解」な
ど
・教職に関する科目：「教職教育論」「教育方法論」「英語科教育法」「道徳教育論（中
学）」など

教職科目を履修する場合、他の仲間たちとは比べものにならないほどの授業数になりま
す。教育を専門に考えるためには必要不可欠な過程です。この意味では、一つの分野や課
題に絞ってそれだけ学んでいれば済む、ということはありません。したがって、いくつか
の講義名を列記することは不可能です。教育系が広域科学たるゆえんです。

3回生

外国語学習・教育・政策を考究する上で、教育職員免許状科目に準じて履修することを強
く勧めます。教育の全体像を多角的かつ複眼的に理解した上で、自らの研究課題を見つけ
出すことが大切であるからです。「教科に関する科目」「教職に関する科目」などを継続
して履修し、介護体験（２回生から可能）や教育実習に向けた準備を進めましょう。

英語の場合、「教科に関する科目」はすべて総合人間学部提供の授業において取得するこ
とが可能で、そのほとんどが２回生から履修できます。しかし、「教職に関する科目」は
すべて教育学部開講なので、総人の履修登録とは別に教育学部で教職科目専用の履修登録
をする必要があります！注意しましょう。

教員
教　授：西山　教行
准教授：中森　誉之、マーク　ピーターソン

1回生

全学共通科目：「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操
作」など

教育学、心理学、言語学、社会学など、人文社会系の教養科目は、基礎的な見識を培うた
めには必要不可欠です。貪欲に学んでください。英語力の維持、向上にも真剣に取り組み
ましょう。




